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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ソール構造に接続されるように構成され、および足を受け入れるように構成されている
履物製品用アッパーであって、
　一体ニット構造を有するニット構成要素であって、
　前記ソール構造に隣接して配置されるように構成されたベース部と、
　前記ベース部の両端部から延びているかかと部および足先部と、
　前記ベース部の両側部から延びている内側部および外側部であって、前記内側部と前記
外側部との間にスロート区域を画成するように協働する、内側部および外側部と、
　前記ベース部から延び、前記スロート区域内に配置されるように構成されている舌革部
であって、前記内側部および前記外側部の少なくとも一方から分離されている舌革部と、
を備えるニット構成要素と、
　前記ニット構成要素の第１の縁部と、
　縫い目で前記第１の縁部に結合されて、前記ベース部、前記かかと部、前記足先部、前
記内側部および前記外側部に、前記足を受け入れるように構成される空洞を協働して画成
させるように構成された前記ニット構成要素の第２の縁部と、を備えるアッパー。
【請求項２】
　前記かかと部および前記ベース部は、３次元曲率を有するかかとキャビティの面を画成
するように協働する、請求項１に記載のアッパー。
【請求項３】
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　前記足先部および前記ベース部は、３次元曲率を有する足先キャビティの面を画成する
ように協働する、請求項１または２に記載のアッパー。
【請求項４】
　前記舌革部が前記ベース部から延びる、請求項１～３のいずれか一項に記載のアッパー
。
【請求項５】
　前記足先部と、前記内側部および前記外側部の一方との間にギャップが画成され、前記
舌革部が、前記ベース部から延び、および前記ギャップ内に配置されている、請求項４に
記載のアッパー。
【請求項６】
　前記ニット構成要素は、第１のテーパー状境界を有する第１のテーパー状区域と、第２
のテーパー状境界を有する第２のテーパー状区域とを含み、前記第１のテーパー状境界は
、前記ニット構成要素に３次元的輪郭面を形成するように、前記第２のテーパー状境界に
接合されている、請求項１～５のいずれか一項に記載のアッパー。
【請求項７】
　前記舌革部は、曲率を有する湾曲領域を形成するように、共通区域から放射状に広がる
複数のニットコースを有する前記湾曲領域を含む、請求項１～６のいずれか一項に記載の
アッパー。
【請求項８】
　前記一体ニット構造に組み込まれる伸張性ストランドをさらに備え、前記伸張性ストラ
ンドは、前記ベース部、前記内側部および前記外側部のうちの少なくとも１つにわたって
延びている、請求項１～７のいずれか一項に記載のアッパー。
【請求項９】
　前記伸張性ストランドは、前記ベース部と、前記内側部および前記外側部の一方との間
に連続的に延びている、請求項８に記載のアッパー。
【請求項１０】
　前記伸張性ストランドは、前記内側部から前記ベース部を通って前記外側部まで連続的
に延びている、請求項９に記載のアッパー。
【請求項１１】
　前記伸張性ストランドは、前記内側部と前記外側部との間に互い違いに延び、前記伸張
性ストランドは、前記ストランドが、前記内側部と前記外側部との間で互い違いになるよ
うに、前記ベース部を通って延びている、請求項１０に記載のアッパー。
【請求項１２】
　前記伸張性ストランドは、前記足に対して前記アッパーを選択的に固定するクロージャ
ー要素を受け入れて支持するように構成されたターンを含む、請求項８～１１のいずれか
一項に記載のアッパー。
【請求項１３】
　前記内側部および前記外側部の一方は開口部を含み、前記ターンは、少なくとも部分的
に前記開口部の周りに延び、前記開口部および前記ターンは、前記クロージャー要素を協
働して受け入れて支持するように構成されている、請求項１２に記載のアッパー。
【請求項１４】
　前記ターンは、前記内側部および前記外側部のうちの一方から露出されている、請求項
１３に記載のアッパー。
【請求項１５】
　前記ターンは、前記内側部および前記外側部のうちの一方の外側面と内側面との間に取
り囲まれている、請求項１３に記載のアッパー。
【請求項１６】
　前記ベース部は前記ニット構成要素の内側面と、前記ニット構成要素の外側面とを画成
し、前記内側面と前記外側面との間に経路が画成され、前記伸張性ストランドは、前記経
路を通って延びている、請求項８に記載のアッパー。
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【請求項１７】
　前記伸張性ストランドの第１の長手方向部分は前記経路内に配置され、前記伸張性スト
ランドの第２の長手方向部分は前記経路から露出されている、請求項１６に記載のアッパ
ー。
【請求項１８】
　前記第１の縁部および前記第２の縁部は、前記縫い目によって接合されている、請求項
１～１７のいずれか一項に記載のアッパー。
【請求項１９】
　前記第１の縁部および前記第２の縁部は、前記縫い目で当接する、請求項１８に記載の
アッパー。
【請求項２０】
　前記縫い目は、前記一体ニット構造の縫製とは独立した縫製を含む、請求項１９に記載
のアッパー。
【請求項２１】
　前記縫い目は、前記ベース部から、前記内側部および前記外側部のうちの少なくとも１
つを通って、前記足先部まで連続的に延びている、請求項２０に記載のアッパー。
【請求項２２】
　前記縫い目は、前記かかと部がシームレスになるように、前記かかと部から離間されて
いる、請求項２１に記載のアッパー。
【請求項２３】
　前記縫い目は、前記アッパーの唯一の縫い目である、請求項１９に記載のアッパー。
【請求項２４】
　ソール構造に接続されるように構成されている履物製品用ニット構成要素を製造する方
法であって、
　前記ソール構造に隣接して配置されるように構成されたベース部と、
　前記ベース部の両端部から延びているかかと部および足先部と、
　前記ベース部の両側部から延びている内側部および外側部であって、前記内側部と前記
外側部との間にスロート区域を画成するように協働する、内側部および外側部と、
　前記ベース部から延び、前記スロート区域内に配置されるように構成されている舌革部
であって、前記内側部および前記外側部の少なくとも一方からは分離されている舌革部と
、
を有するように前記ニット構成要素を編むことと、
　前記ニット構成要素の第１の縁部と、前記ニット構成要素の第２の縁部とを縫い目で結
合して、前記ベース部、前記かかと部、前記足先部、前記内側部および前記外側部に、足
を受け入れるように構成される空洞を協働して画成させることと、を含む方法。
【請求項２５】
　前記ニット構成要素を編むことは、３次元曲率を有するキャビティの面を形成すること
を含む、請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　前記第１の縁部と前記第２の縁部とを一緒に結合することは、前記第１の縁部と前記第
２の縁部とを縫製によって縫い合わせることを含む、請求項２４または２５に記載の方法
。
【請求項２７】
　前記ベース部、前記内側部および前記外側部のうちの少なくとも１つにわたって伸張性
ストランドを延ばすことをさらに含む、請求項２４～２６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２８】
　前記伸張性ストランドを延ばすことは、前記伸張性ストランドを前記内側部から前記ベ
ース部を通って前記外側部まで連続的に延ばすことを含む、請求項２７に記載の方法。
【請求項２９】
　前記伸張性ストランドを延ばすことは、前記内側部と前記外側部との間で前記伸張性ス
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トランドを互い違いに延ばすことを含む、請求項２８に記載の方法。
【請求項３０】
　前記ベース部は、前記ニット構成要素の内側面と、前記ニット構成要素の外側面とを画
成し、前記内側面と前記外側面との間に経路が画成され、前記伸張性ストランドを延ばす
ことは、前記伸張性ストランドを前記経路を通して延ばすことを含む、請求項２７に記載
の方法。
【請求項３１】
　前記ニット構成要素を編むことは、第１のテーパー状境界を有する第１のテーパー状区
域と、第２のテーパー状境界を有する第２のテーパー状区域とを含み、前記第１のテーパ
ー状境界は、前記ニット構成要素に３次元的輪郭面を形成するように、前記第２のテーパ
ー状境界に接合されている、請求項２４～３０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３２】
　前記ニット構成要素を編むことは、湾曲領域に曲率を与えるように、共通区域から放射
状に広がる複数のニットコースを有する前記湾曲領域を含むように、前記舌革部を編むこ
とを含む、請求項２４～３１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３３】
　ソール構造に接続されるように構成され、および足を受け入れるように構成されている
履物製品用アッパーであって、
　前記ソール構造に隣接して配置されるように構成されているベース部を有するニット構
成要素であって、前記ベース部が、前記ニット構成要素の内側面および外側面を画成し、
前記ベース部が、前記内側面と前記外側面との間にベース部経路を画成するニット構成要
素と、
　前記ベース部経路を通って延びている伸張性ストランドと、
を備えるアッパー。
【請求項３４】
　前記ニット構成要素は、前記ニット構成要素の前記内側面および前記外側面も画成する
側部を含み、前記側部は、前記内側面と前記外側面との間に側部経路を画成し、前記伸張
性ストランドは、前記ベース部経路と前記側部経路との間に連続的に延び、および前記ベ
ース部経路および前記側部経路の両方に受け入れられている、請求項３３に記載のアッパ
ー。
【請求項３５】
　前記ベース部経路および前記側部経路は、前記伸張性ストランドが前記ベース部経路と
前記側部経路との間に連続的に延びる際に、前記伸張性ストランドが前記ベース部経路お
よび前記側部経路の内部に埋め込まれるように互いに連通している、請求項３４に記載の
アッパー。
【請求項３６】
　前記側部は、前記ベース部の両側部から延びている内側部および外側部を含み、前記伸
張性ストランドは、前記内側部から前記ベース部を通って前記外側部まで連続的に延びて
いる、請求項３４に記載のアッパー。
【請求項３７】
　前記伸張性ストランドは、前記内側部と前記外側部との間に互い違いに延びている、請
求項３６に記載のアッパー。
【請求項３８】
　前記伸張性ストランドは、前記アッパーを前記足に選択的に固定するクロージャー要素
を受け入れて支持するように構成されたターンを含む、請求項３４～３７のいずれか一項
に記載のアッパー。
【請求項３９】
　前記側部は開口部を含み、前記ターンは、前記開口部の周りに少なくとも部分的に延び
、前記開口部および前記ターンは、前記クロージャー要素を協働して受け入れて支持する
ように構成されている、請求項３８に記載のアッパー。
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【請求項４０】
　前記側部は、前記ベース部を備えた一体ニット構造で形成されている、請求項３４～３
９のいずれか一項に記載のアッパー。
【請求項４１】
　前記伸張性ストランドは、前記ベース部経路内に滑動可能に収容されている、請求項３
３～４０のいずれか一項に記載のアッパー。
【請求項４２】
　前記伸張性ストランドは、前記ベース部に固着されている、請求項３３～４０のいずれ
か一項に記載のアッパー。
【請求項４３】
　前記伸張性ストランドは、前記ベース部に融着されるように構成されている融着性スト
ランドである、請求項４２に記載のアッパー。
【請求項４４】
　前記ベース部は、前記足のアーチの下に延びるように構成されたアーチ支持領域を含み
、前記伸張性ストランドは、前記アーチ支持領域の全域に延びている、請求項３３～４３
のいずれか一項に記載のアッパー。
【請求項４５】
　ソール構造に接続されるように構成され、および足の上に装着されるように構成されて
いるアッパーを製造する方法であって、
　前記ソール構造に隣接して配置されるように構成されているベース部を有するニット構
成要素を編むことであって、前記ベース部が、前記ニット構成要素の内側面および外側面
を画成し、前記ベース部が、前記内側面と前記外側面との間にベース部経路を画成するこ
とと、
　前記ベース部経路を通して伸張性ストランドを延ばすことと、
を含む方法。
【請求項４６】
　前記ニット構成要素を編むことは、前記ニット構成要素の前記内側面および前記外側面
も画成する側部を編むことを含み、前記側部は、前記内側面と前記外側面との間に側部経
路を画成し、前記伸張性ストランドを延ばすことは、前記ストランドを、前記ベース部経
路および前記側部経路の両方を通して連続的に延ばすことを含む、請求項４５に記載の方
法。
【請求項４７】
　前記ベース部経路と前記側部経路とは互いに連通し、前記伸張性ストランドを延ばすこ
とは、前記伸張性ストランドが前記ベース部経路と前記側部経路との両方を通って連続的
に延びる際に、前記伸張性ストランドを前記ベース部経路および前記側部経路の内部に埋
め込むことを含む、請求項４６に記載の方法。
【請求項４８】
　前記側部は、前記ベース部の両側部から延びている内側部および外側部を含み、前記伸
張性ストランドを延ばすことは、前記伸張性ストランドを前記内側部から前記ベース部を
通って前記外側部まで連続的に延ばすことを含む、請求項４６に記載の方法。
【請求項４９】
　前記伸張性ストランドを延ばすことは、前記伸張性ストランドを前記内側部と前記外側
部との間で互い違いに延ばすことを含む、請求項４８に記載の方法。
【請求項５０】
　前記伸張性ストランドにターンを形成することをさらに含み、前記ターンは、前記アッ
パーを前記足に選択的に固定するクロージャー要素を受け入れて支持するように構成され
ている、請求項４９に記載の方法。
【請求項５１】
　前記側部は開口部を含み、前記ターンを形成することは、前記伸張性ストランドを前記
開口部の周りに少なくとも部分的に延ばすことを含み、前記開口部および前記ターンは、
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前記クロージャー要素を協働して受け入れて支持するように構成されている、請求項５０
に記載の方法。
【請求項５２】
　前記ニット構成要素を編むことは、前記ベース部を備えた一体ニット構造を有するよう
に、前記側部を設けることを含む、請求項４６～５１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５３】
　前記伸張性ストランドを前記ベース部経路を通して長手方向に滑動させることをさらに
含む、請求項４５～５２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５４】
　前記伸張性ストランドを前記ベース部に固着することをさらに含む、請求項４５～５２
のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５５】
　ソール構造と、
　アッパーであって、
　一体ニット構造を有し、前記ソール構造に隣接して配置されるように構成されているベ
ース部を有するニット構成要素であって、前記ベース部が、前記ニット構成要素の内側面
および外側面を画成し、前記ベース部が、前記内側面と前記外側面との間にベース部経路
を画成するニット構成要素と、
　前記ベース部経路を通って延びる伸張性ストランドと、
を備えるアッパーと、
を備える履物製品。
【請求項５６】
　前記ニット構成要素は、前記ベース部から延びている側部も含み、前記側部は、前記内
側面および前記外側面のうちの少なくとも一方も画成し、前記内側面および前記外側面の
うちの少なくとも一方は、前記ニット構成要素内に空洞を画成するために３次元的輪郭を
有する、請求項５５に記載の履物製品。
【請求項５７】
　前記側部は、前記内側面と前記外側面との間に側部経路を画成し、前記伸張性ストラン
ドは、前記ベース部経路と前記側部経路との間に連続的に延びて、前記ベース部経路およ
び前記側部経路の両方に収容されている、請求項５６に記載の履物製品。
【請求項５８】
　前記側部は、内側部および外側部を含み、前記伸張性ストランドは、前記ベース部と、
前記内側部と、前記外側部との間に連続的に延びている、請求項５７に記載の履物製品。
【請求項５９】
　前記ニット構成要素は、第１の縁部、および、縫い目で前記第１の縁部に結合されるよ
うに構成された第２の縁部も含み、前記ベース部および前記側部に、足を受け入れるよう
に構成される空洞を協働して画成させる、請求項５６に記載の履物製品。
【請求項６０】
　前記側部は、前記ベース部の対向端部から延びているかかと部および足先部と、前記ベ
ース部の両側部から延びている内側部および外側部と、前記内側部と前記外側部との間に
画成されたスロート内に設けられるように構成された舌革部とを含む、請求項５９に記載
の履物製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、履物製品に関し、より具体的には、一体化ニット輪郭部分を備えたニット構
成要素を組み込んだ履物製品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　このセクションは、必ずしも従来技術ではない、本開示に関連する背景情報を記載して
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いる。
【０００３】
　従来の履物製品は、一般的に、アッパーおよびソール構造という２つの主要な要素を含
んでいる。アッパーは、ソール構造に固定されて、足を快適にかつ安定して受け入れるた
めに、履物の内部に空洞を形成している。ソール構造は、それによってアッパーと地面と
の間に位置するように、アッパーの下側区域に固定されている。たとえば、運動用の履物
では、ソール構造は、ミッドソールとアウトソールとを含んでいてもよい。ミッドソール
は、多くの場合、地面の反力を弱めて、歩くとき、走るとき、および他の歩行活動中に足
および脚にかかる応力を低減するポリマー発泡材料を含んでいる。くわえて、ミッドソー
ルは、力をさらに弱め、安定性を高め、または足の動きに影響を与える液体充填チャンバ
、プレート、モデレータ、または他の要素を含んでいてもよい。アウトソールは、ミッド
ソールの下面に固定されて、ゴム等の耐久性のある耐摩耗性材料から形成されたソール構
造の地面係止部を形成している。また、ソール構造は、履物の快適性を高めるために、空
洞内に配置され、足の下面に近接する中敷きも含んでいてもよい。
【０００４】
　アッパーは、大略的に、足の甲およびつま先区域にわたり、足の内側側部および外側側
部に沿って、足のかかと区域の周りに延びている。バスケットボール用履物およびブーツ
などいくつかの履物製品では、アッパーは、足首の上方および足首の周りに延びて、足首
に支持または保護を与えてもよい。アッパーの内部の空洞へのアクセスは、一般的に、履
物のかかと領域にある足首開口部によってもたらされる。アッパーの履き心地を調整する
ために、しばしば締めひもシステムがアッパーに組み込まれ、それによりアッパー内の空
洞に足を入れ、および空洞から足を抜くことが可能になる。また、締めひもシステムによ
り、着用者が、アッパーの特定の寸法、特に周長を調節して、さまざまな寸法の足を収容
することもできる。くわえて、アッパーは、締めひもシステムの下に延びて、履物の調節
可能性を高める舌革を含んでいてもよく、アッパーは、かかとの動きを制限するために、
ヒールカウンタを組み込んでいてもよい。
【０００５】
　さまざまな材料要素（たとえば、織物、ポリマー発泡体、ポリマーシート、革、合成皮
革）が、従来、アッパーを製造する際に利用されている。たとえば、運動用の履物では、
アッパーは、それぞれが様々な接合材料要素を含む複数の層を有していてもよい。例とし
て、それらの材料要素は、耐伸縮性、耐摩耗性、柔軟性、通気性、圧縮性、快適性および
速乾性を、アッパーの異なる区域に付与するように選択してもよい。アッパーの異なる区
域に異なる特性を付与するために、材料要素は、所望の形状に切断してから、通常は、縫
製または接着剤で互いに接合することが多い。また、材料要素は、同じ区域に複数の特性
を付与するために、層状構成で接合されることが多い。アッパーに組み込まれる材料要素
の数および種類が増えるにつれ、材料要素の輸送、保管、切断および接合に関連する時間
および費用も増加する可能性がある。切断および縫製プロセスから出る廃材も、アッパー
に組み込まれる材料要素の数および種類が増えるにつれて、さらに多く蓄積する。さらに
、アッパーの材料要素の数が多くなるほど、種類および数が少ない材料要素から形成され
たアッパーよりもリサイクルが難しくなることがある。そのため、アッパーに利用する材
料要素の数を減らすことにより、アッパーの製造効率およびリサイクル性を高めながら、
廃棄物を少なくすることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】米国特許出願公開第２０１０／０１５４２５６号明細書
【特許文献２】米国特許出願公開第２０１２／０２３３８８２号明細書
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　このセクションは、本開示の概要を記載しているが、その全範囲またはその特徴のすべ
てに関する包括的な開示ではない。
【０００８】
　ソール構造に接続されるように構成され、および足を受け入れるように構成されている
履物製品用アッパーが開示されている。そのアッパーは、一体ニット構造を有するニット
構成要素を含んでいる。そのニット構成要素は、ソール構造に隣接して配置されるように
構成されたベース部を有している。また、ニット構成要素は、ベース部の両端部から延び
ているかかと部および足先部も含んでいる。さらに、ニット構成要素は、ベース部の両側
部から延びている内側部および外側部を含んでいる。内側部および外側部は、内側部と外
側部との間にスロート区域を画成するように協働する。さらに、ニット構成要素は、その
スロート区域内に配置されるように構成されている舌革部を含んでいる。舌革部は、内側
部および外側部の少なくとも一方からは分離されている。また、アッパーは、ニット構成
要素の第１の縁部と、ニット構成要素の第２の縁部とを含んでいる。第２の縁部は、縫い
目で第１の縁部に結合されて、ベース部、かかと部、足先部、内側部および外側部に、足
を受け入れるように構成される空洞を協働して画成させるように構成されている。
【０００９】
　くわえて、ソール構造に接続されるように構成されている履物製品用ニット構成要素を
製造する方法が開示されている。その方法は、ソールに隣接して配置されるように構成さ
れたベース部と、ベース部の両端部から延びるかかと部および足先部と、ベース部の両側
部から延びる内側部および外側部とを有するようにニット構成要素を編むことを含んでい
る。内側部および外側部は、内側部と外側部との間にスロート区域を画成するように協働
する。さらに、ニット構成要素を編むことは、スロート区域内に配置されるように構成さ
れている舌革部を編むことを含んでいる。舌革部は、内側部および外側部の少なくとも一
方からは分離されている。さらに、この方法は、ニット構成要素の第１の縁部と、ニット
構成要素の第２の縁部とを縫い目で結合して、ベース部、かかと部、足先部、内側部およ
び外側部に、足を受け入れるように構成される空洞を協働して画成させることを含んでい
る。
【００１０】
　さらに、ソール構造に接続されるように構成されており、および足を受け入れるように
構成されている履物製品用アッパーが開示されている。そのアッパーは、ソール構造に隣
接して配置されるように構成されているベース部を有するニット構成要素を含んでいる。
そのベース部は、ニット構成要素の内側面および外側面を画成している。ベース部は、そ
の内側面と外側面との間にベース部経路を画成している。また、アッパーは、ベース部経
路を通って延びている伸張性ストランドを含んでいる。
【００１１】
　さらに、ソール構造に接続されるように構成されており、および足の上に装着されるよ
うに構成されているアッパーを製造する方法が開示されている。その方法は、ソール構造
に隣接して配置されるように構成されているベース部を有するニット構成要素を編むこと
を含んでいる。そのベース部は、ニット構成要素の内側面および外側面を画成している。
ベース部は、その内側面と外側面との間にベース部経路を画成している。その方法は、ベ
ース部経路を通して伸張性ストランドを延ばすことを追加的に含む。
【００１２】
　くわえて、ソール構造およびアッパーを含む履物製品が開示されている。そのアッパー
は、一体ニット構造を有するニット構成要素を含んでいる。また、そのニット構成要素は
、ソール構造に隣接して配置されるように構成されているベース部も含んでいる。そのベ
ース部は、ニット構成要素の内側面および外側面を画成している。また、ベース部は、そ
の内側面と外側面との間にベース部経路も画成している。さらに、履物製品は、ベース部
経路を通って延びている伸張性ストランドを含んでいる。
【００１３】
　適用性のさらなる範囲は、本願明細書に記載されている説明から明らかになるであろう
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。この概要における説明および具体的な実施例は、例示目的だけが意図されており、本開
示の範囲を限定するように意図されていない。
【００１４】
　本願明細書に記載されている図面は、選択された実施形態およびすべてではない可能性
のある実施態様の例示のためのものにすぎず、本開示の範囲を限定するように意図されて
いない。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本開示の例示的な実施形態による履物製品の斜視図である。
【図２】クロージャー部材が取り外されている状態の図１の履物製品の斜視図である。
【図３】図２の履物製品の拡大斜視図である。
【図４】図１の履物製品のインレイストランドを備えたニット構成要素の斜視図である。
【図５】図４のニット構成要素の平面図である。
【図６】足跡が仮想線で図示されている図４のニット構成要素の底面図である。
【図７】図６の線７－７に沿ったニット構成要素の断面図である。
【図８】図５の線８－８の透視図から取ったニット構成要素のかかと部の模式図である。
【図９】図６から取ったニット構成要素の一部の詳細図である。
【図１０】ニット構成要素の底面図であり、未固定位置のクロージャー部材を示す。
【図１１】ニット構成要素の底面図であり、固定位置のクロージャー部材を示す。
【図１２】本開示の追加的な実施形態によるインレイストランドを備えたニット構成要素
の底面図である。
【図１３】インレイストランドを備えた一体ニット構造の模式図である。
【図１４】インレイストランドを備えた一体ニット構造の模式図である。
【図１５】インレイストランドを備えた一体ニット構造の形成中を示す横編み機の部材の
模式的斜視図である。
【図１６】インレイストランドを備えた一体ニット構造の形成中を示す横編み機の部材の
模式的斜視図である。
【図１７】インレイストランドを備えた一体ニット構造の形成中を示す横編み機の部材の
模式的斜視図である。
【図１８】インレイストランドを備えた一体ニット構造の形成中を示す横編み機の部材の
模式的斜視図である。
【図１９】インレイストランドを備えた一体ニット構造の形成中を示す横編み機の部材の
模式的斜視図である。
【図２０】インレイストランドを備えた一体ニット構造の形成中を示す横編み機の部材の
模式的斜視図である。
【図２１】インレイストランドを備えた一体ニット構造の形成中を示す横編み機の部材の
模式的斜視図である。
【図２２】インレイストランドを備えた一体ニット構造の形成中を示す横編み機の部材の
模式的斜視図である。
【図２３】インレイストランドを備えた一体ニット構造の形成中を示す横編み機の部材の
模式的斜視図である。
【００１６】
　対応する参照数字は、図面の各図を通して対応する部材を示している。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　次に、添付図面を参照して、実施態様例についてより完全に説明する。
【００１８】
　履物製品に関する一般的考察
　最初に、図１～図３を参照すると、例示的な実施形態による履物製品１００が図示され
ている。履物１００は、大略的に、ソール構造１１０と、アッパー１２０とを含むことが
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できる。
【００１９】
　ソール構造１１０は、アッパー１２０に固定されており、履物１００が着用された場合
に、足と地面との間に延びている。ソール構造１１０は、互いに重なり合っているミッド
ソール１１２およびアウトソール１１４を含むことができる。ミッドソール１１２は、弾
性的に圧縮可能な材料、液体充填ブラダー等を含むことができる。したがって、ミッドソ
ール１１２は、着用者の足に対してクッションの働きをし、走っているとき、ジャンプし
たとき等の場合の衝撃およびその他の力を弱めることができる。アウトソール１１４は、
ミッドソール１１２に固定することができ、ゴム等の耐摩耗材料を含むことができる。ま
た、アウトソール１１４は、トレッドおよび他の静止摩擦強化形状構成も含むことができ
る。
【００２０】
　さらに、アッパー１２０は、着用者の足を受け入れる空洞１２２を画成することができ
る。換言すれば、アッパー１２０は、空洞１２２を画成している内側面１２１を画成する
ことができ、およびアッパー１２０は、内側面１２１の反対側の方向に対向している外側
面１２３を画成することができる。着用者の足が空洞１２２内に受け入れられると、アッ
パー１２０は、着用者の足を少なくとも部分的に包囲して包み込むことができる。
【００２１】
　多くの従来の履物のアッパーは、たとえば、縫製または接着により接合されている複数
の材料要素（たとえば、織物、ポリマー発泡体、ポリマーシート、革、合成皮革）から形
成されている。対して、アッパー１２０の少なくとも一部は、一体ニット構造を有するニ
ット構成要素１１６から形成されている。ニット構成要素１１６の外側境界は、図５およ
び図６に図示されている周辺縁部１９９によって画成することができる。説明されるよう
に、ニット構成要素１１６は、アッパー１２０内の空洞の少なくとも一部を画成すること
ができる。また、ニット構成要素１１６は、アッパー１２０の外側面１２３および／また
は内側面１２１の少なくとも一部を画成することができる。
【００２２】
　いくつかの実施形態において、ニット構成要素１１６は、アッパー１２０の大部分を画
成することができる。アッパー１２０を形成する際に使用される材料要素の数を減らせば
、廃棄物を減らせる可能性があり、また同時に、アッパー１２０の製造効率およびリサイ
クル性を向上させることができる。以下でより詳細に説明するように、本開示のアッパー
１２０のニット構成要素１１６は、廃棄物を減らすことができ、および製造効率およびリ
サイクル性を向上させることができる。くわえて、アッパー１２０のニット構成要素１１
６は、より少数の縫い目または他の不連続部を組み込むことができ、それによって、履物
１００全体の快適性を高めることができる。
【００２３】
　ニット構成要素１１６は、同じストランド、ヤーン（または、ヤーンの種類）から、ま
たは同様のニット構造で形成する場合、共通の特性を有してもよい。たとえば、ニット構
成要素１１６のさまざまな部分に同じストランドを使用することにより、同様の耐久性、
強度、伸縮性、耐摩耗性、生物分解性、熱特性および疎水性を与えることができる。ニッ
ト構成要素１１６の複数の部分に同じストランドを使用することにより、物理的特性に加
えて、色、光沢および質感等の共通の美的特性または触覚特性を与えることができる。ま
た、ニット構成要素１１６の異なる部分全域に同じニット構造を用いることにより、共通
の物理的特性および美的特性を与えることもできる。
【００２４】
　ニット構成要素の構成
　図４～図６は、図１～図３の例示的な実施形態と同じ方法で履物製品に組み込んでもよ
いニット構成要素１１６のさまざまな実施形態を示す。図４～図６に図示されているニッ
ト構成要素１１６は、履物１００の残りの部分から分離されて描かれている。しかし、本
願明細書に記載されているニット構成要素１１６の実施形態の各々は、ニット構成要素１
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１６を組み込んだ履物製品１００を形成するために、上述した履物１００の要素と組み合
わせてもよいことを理解すべきである。
【００２５】
　ニット構成要素１１６は、「一体ニット構造」にすることができる。本願明細書におい
て定義する場合、およびクレームにおいて用いる場合、「一体ニット構造」という用語は
、ニット構成要素１１６が、編みプロセスによってワンピース要素として形成されること
を意味する。すなわち、編みプロセスは、大幅な追加的製造工程またはプロセスを要する
ことなく、ニット構成要素１１６のさまざまな形状構成および構造を実質的に形成する。
一体ニット構造は、その構造または要素が、少なくとも１つのコースを共通して含み（す
なわち、共通ストランドまたは共通ヤーンを共有している）、および／またはニット構成
要素１１６の各部分の間で実質的に連続しているコースを含むように接合されているヤー
ンまたは他のニット材料の１つ以上のコースを含む該構造または要素を有するニット構成
要素を形成するのに用いてもよい。この構成によって、一体ニット構造から成るワンピー
ス要素が形成される。
【００２６】
　ニット構成要素１１６の部分は、編みプロセスの後に互いに接合してもよいが、ニット
構成要素１１６は、ワンピースニット要素として形成されているため、依然として一体ニ
ット構造で形成されたままである。また、ニット構成要素１１６は、編みプロセスの後に
、他の要素（たとえば、インレイストランド、クロージャー要素、ロゴ、商標、注意書き
および材料情報を記載した札、およびその他の構造的要素）が付加された場合でも、依然
として一体ニット構造で形成されたままである。
【００２７】
　図４～図６は、履物製品１００のアッパー１２０の大部分を画成する場合のニット構成
要素１１６の例示的な実施形態を示す。図示されているように、アッパー１２０のニット
構成要素１１６は、ベース部１２４またはストローベル部または足元部を含むことができ
る。また、ニット構成要素１１６は、１つ以上の側部１２６を含むことができる。ベース
部１２４は、ソール構造１１０に隣接して配置されるように構成することができる。たと
えば、ベース部１２４は、ソール構造１１０を覆って位置するように、ソール構造１１０
に直接的または間接的に付着させることができる。追加的な実施形態においては、他のパ
ーツが取り外されているか、または分離されているままで、ベース部１２４の１つ以上の
パーツ（たとえば、ベース部１２４の周辺部）をソール構造１１０に付着させることがで
きる。また、ベース部１２４は、着用者の足の下に延びるように構成することができる。
側部１２６は、ベース部１２４から延びることができ、および着用者の足を少なくとも部
分的に覆うように構成することができる。また、ベース部１２４および側部１２６は、着
用者の足を受け入れる空洞１２２を画成するように協働することができる。ここでもまた
、ベース部１２４および側部１２６は、上述したような一体ニット構造で形成することが
できる。
【００２８】
　図示されている実施形態に示すように、ニット構成要素１１６の側部１２６は、かかと
部１２８と、外側部１３０と、内側部１３２と、足先部１３４と、舌革部１３６とを含む
ことができ、これらの各々は、ベース部１２４と同じ一体ニット構造で形成されている。
したがって、ニット構成要素１１６は、着用者の足にしっかりフィットして適合させるこ
とができる。また、この構造のため、ニット構成要素１１６は、比較的迅速に形成して、
製造効率を高めることができる。
【００２９】
　また、図６に図示されているように、および詳細に説明するように、ニット構成要素１
１６は、ニット構成要素１１６の一体ニット構造と組み合わされた１つ以上の伸張性スト
ランド１５８を含むことができる。たとえば、ストランド１５８は、説明されるように、
ニット構成要素１１６のコースおよび／またはウェール内に挿入することができる。また
、ストランド１５８は、ニット構成要素１１６の内側面および／または外側面に付着させ
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ることができる。
【００３０】
　ストランド１５８は、着用者の足の側部および／または下を横切って延びるようにアッ
パーに配置することができる。また、ストランド１５８は、靴ひも１５５等のクロージャ
ー部材１５４に操作可能に結合することができる。したがって、靴ひも１５５に張力を加
えることにより、同様にストランド１５８に張力を加えることができる。その結果、スト
ランド１５８は、快適性の向上およびより良好なフィット性のための着用者の足に対する
支持を与えることができる。
【００３１】
　アッパー１２０および履物１００の図示されている実施形態は、着用者の左足に着用さ
れるように構成されている。しかし、履物１００は、右足に着用されるように構成するこ
とができ、および図示されている実施形態と同様の形状構成を含むことができることは正
しく認識されるであろう。
【００３２】
　履物１００は、ランニングシューズとして構成することもできる。しかし、履物１００
は、たとえば、野球靴、バスケットボールシューズ、サイクリングシューズ、フットボー
ルシューズ、テニスシューズ、サッカーシューズ、トレーニングシューズ、ウォーキング
シューズおよびハイキングブーツを含むさまざまな他の運動用の履物の種類にも適用して
もよい。また、この概念は、ドレスシューズ、ローファー、サンダルおよび作業靴を含む
、一般に非運動用と考えられる履物の種類にも適用してもよい。したがって、履物１００
に関して開示されている概念は、多様な履物の種類に当てはまる。
【００３３】
　ニット構成要素の例示的な形状構成
　図１３に模式的に図示されている例示的な実施形態において、ニット構成要素１１６の
主要な要素は、さまざまなコースおよびウェールを画成する複数の互いにかみ合うループ
を形成するように（たとえば、編み機を用いて）操作される少なくとも１つのヤーン１１
３８または他のストランドから形成してもよい。ヤーン１１３８は、この構成において、
コースおよびウェールの各々を形成しているが、追加的なヤーンが、１つ以上のコースお
よび／またはウェールを形成してもよい。
【００３４】
　特定の種類のヤーンが、ニット構成要素の区域に付与することになる特性は、ヤーン内
のさまざまなフィラメントおよび繊維を形成している材料に部分的に依存する。たとえば
、綿は、柔らかな手触り、自然な美観、および生物分解性をもたらす。エラステインおよ
び伸縮性ポリエステルは、それぞれ、かなりの伸縮性および復元力をもたらし、伸縮性ポ
リエステルはリサイクル性ももたらす。レーヨンは、光沢に優れ、吸湿性をもたらす。ウ
ールも断熱性および生物分解性に加えて、高い吸湿性をもたらす。ナイロンは、比較的強
度が高い、耐久性がある耐擦過性材料である。ポリエステルは、比較的高い耐久性をもた
らす疎水性材料である。
【００３５】
　ニット構成要素１１６の部分のための適切な構成の追加的な実施例が図１４に描かれて
いる。この構成では、ニット構成要素１１６は、ヤーン１１３８と、別のヤーン１１３９
と（すなわち、複数のストランド）を含んでいる。ヤーン１１３８および１１３９は、添
え糸編みされて、複数の水平コースおよび垂直方向のウェールを画成する複数の互いにか
み合うループを協働して形成している。すなわち、ヤーン１１３８および１１３９は、互
いに平行に伸びている。この構成の利点は、ヤーン１１３８および１１３９のそれぞれの
特性が、ニット構成要素１１３０のこの区域に存在してもよいということである。たとえ
ば、ヤーン１１３８の色が主にニット要素１１３１のさまざまなステッチの表面に現れ、
ヤーン１１３９の色が主にニット要素１１３１のさまざまなステッチの裏面に現れるとす
れば、ヤーン１１３８および１１３９は、異なる色を有していてもよい。別の実施例とし
て、ヤーン１１３８が主に第１の面１１３６に現れ、ヤーン１１３９が主に第２の面１１
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３７に現れるとすれば、ヤーン１１３９は、ヤーン１１３８よりも柔らかく、足に対して
より快適なヤーンから形成してもよい。
【００３６】
　さらに、図１３および図１４に図示されているように、ストランド１１３２は、ニット
構成要素１１６の一体ニット構造に組み込むことができる。ストランド１１３２は、ニッ
ト構成要素１１６に対する支持をもたらす伸張性ストランド要素とすることができる。換
言すれば、ストランド１１３２内の張力は、ニット構成要素１１６が、ランニング、ジャ
ンプ、または、着用者の足のその他の動きの最中の変形、伸張に耐えること、または、着
用者の足のための支持を他の形で与えることを可能にする。また、（上述し、および以下
に詳細に記載されている）図６のストランド１５８を、図１３および図１４のストランド
１１３２と同様に、ニット構成要素１１６に組み込むことができることは正しく認識され
るであろう。
【００３７】
　説明されるように、ストランド１１３２は、編み機上での編みプロセス中に組み込むこ
とができるように、ニット構成要素１１６の一体ニット構造に組み込むか、または挿入す
ることができる。たとえば、ストランド１１３２は、図１３および図１４に図示されてい
るようなニット構成要素１１６のコースおよび／またはウェールの一方に沿って延びるよ
うに、一体ニット構造に挿入することができる。図１３および図１４に図示されているよ
うに、ストランド１１３２は、（ａ）ヤーン１１３８から形成されたループの背後と、（
ｂ）ヤーン１１３８から形成されたループの前とに交互に配置することができる。実際に
は、インレイストランド１１３２は、ニット要素１１３１の一体ニット構造を縫うように
通っている。
【００３８】
　ニット構成要素は、熱硬化性ポリマーおよび天然繊維（たとえば、綿、ウール、絹）の
うちの少なくとも一方から形成されている１つ以上のストランドまたはヤーンを含んでい
てもよい。他のヤーンまたはストランドは、熱可塑性ポリマー材料から形成してもよい。
一般に、熱可塑性ポリマー材料は、加熱されると溶け、冷却されると固体状態に戻る。よ
り具体的には、熱可塑性ポリマー材料は、十分な熱にさらされると、固体状態から軟化し
た状態または液体状態に遷移し、その後、熱可塑性ポリマー材料は、十分に冷却されると
、軟化した状態または液体状態から固体状態に遷移する。したがって、熱可塑性ポリマー
材料は、多くの場合、２つの物体または要素を一緒に接合するために使用される。この場
合、ヤーンは、たとえば、（ａ）ヤーンのある部分をヤーンの別の部分に、（ｂ）ヤーン
とインレイストランドとを互いに、または（ｃ）別の要素（たとえば、ロゴ、商標、およ
び注意書きおよび材料情報を記載した札）をニット構成要素に接合するために利用しても
よい。したがって、ヤーンは、ニット構成要素の部分を互いに融着または他の形で接合す
るために使用してもよいのであれば、融着性ヤーンと見なしてもよい。また、ヤーンは、
一般に、ニット構成要素の部分を互いに融着または他の形で接合できる材料から形成され
ていないのであれば、非融着性ヤーンと見なしてもよい。すなわち、ヤーンは、非融着性
ヤーンであってもよく、一方、他のヤーンは、融着性ヤーンであってもよい。ニット構成
要素のいくつかの構成では、ヤーン（すなわち、非融着性ヤーン）は、実質的に、熱硬化
性ポリエステル材料から形成してもよく、また、ヤーン（すなわち、融着性ヤーン）は、
少なくとも部分的に熱可塑性ポリエステル材料から形成してもよい。
【００３９】
　添え糸編みしたヤーンの使用は、ニット構成要素に利点を付与することができる。ヤー
ンが加熱されて、ヤーンおよびインレイストランドに融着する場合、このプロセスには、
ニット構成要素の構造を剛くまたは堅くするという効果がある可能性がある。また、（ａ
）ヤーンのある部分をヤーンの別の部分に、または（ｂ）ヤーンとインレイストランドと
を互いに接合することには、ヤーンおよびインレイストランドの相対的な位置が固定また
はロックされて、それにより、耐伸張性および剛性が付与されるという効果がある。すな
わち、ヤーンの部分は、ヤーンと融着しても互いに対して滑らず、それにより、ニット構
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造の相対的な動きによるニット要素のねじれまたは恒久的な伸びが防止される。別の利点
は、ニット構成要素の一部が傷んだか、または、ヤーンの１つが切れた場合に、ほつれを
制限することに関連している。したがって、ニット構成要素の区域は、ニット要素内に融
着性ヤーンおよび非融着性ヤーンの両方を使用することで恩恵を受ける可能性がある。
【００４０】
　くわえて、ニット構成要素が、一体ニット構造を共同で形成する可変ゾーンを有するこ
とができることは正しく認識されるであろう。たとえば、ニット構成要素は、次のうち、
すなわち、平坦なニットゾーン、筒状ニットゾーン、１×１メッシュのニットゾーン、２
×２メッシュのニットゾーン、３×２メッシュのニットゾーン、１×１モックメッシュの
ニットゾーン、２×２モックメッシュのニットゾーン、２×２ハイブリッドニットゾーン
、フルゲージのニットゾーン、１／２ゲージのニットゾーン等のうちの少なくとも２つか
ら成る組合せを含むことができる。したがって、ニット構成要素１１６およびアッパー１
２０は、参照によって、その全体が本願明細書に組み込まれる、２０１２年９月２０日に
公開された特許文献２の教示に従って構成することができる。
【００４１】
　アッパーおよびニット構成要素の実施形態
　次に、アッパー１２０およびニット構成要素１１６のさまざまな実施形態について詳細
に説明する。図示されているように、アッパー１２０は、長手方向１２５、横方向１２７
および垂直方向１２９を定義することができ、これらの方向は、以下の考察において、ア
ッパー１２０の異なる形状構成を参照するために用いられることになる。
【００４２】
　上述したように、アッパー１２０のニット構成要素１１６は、着用者の足の下に配置さ
れるように構成されているベース部１２４を含むことができる。図６には、ベース部１２
４が、着用者の足に対して大略的に画成されるように、着用者の足の輪郭が図示されてい
る。したがって、ベース部１２４は、かかと、足底、つま先、アーチの下に、および／ま
たは着用者の足の他の下面のうちの１つまたは複数の部分の直下で連続的に延びることが
できる。追加的な実施形態においては、ベース部１２４は、着用者の足の下に部分的また
は不連続的に延びるように開口部を含むことができる。
【００４３】
　ニット構成要素１１６は、ベース部１２４から周辺に延びるさまざまな側部１２６を含
むこともできる。側部１２６は、着用者の足の少なくとも一部を覆って接触して位置する
ように構成することができる。図示されている実施形態において、ニット構成要素１１６
の側部１２６は、ベース部１２４を実質的に取り囲むことができる。また、ベース部１２
４と側部１２６とが、ニット構成要素１１６の内側面１２１と、ニット構成要素１１６の
外側面１２３とを共同で画成することができることは正しく認識されるであろう。
【００４４】
　たとえば、側部１２６は、ベース部１２４の一方の端部に配置されているかかと部１２
８を含むことができる。かかと部１２８は、図４に示すように、垂直方向１２９において
、ベース部１２４から上方へ延びることもできる。かかと部１２８は、着用者の足のかか
とおよび／または足首区域を覆うように構成することができる。
【００４５】
　ニット構成要素１１６の側部１２６は、図４に示すように、かかと部１２８に対して前
方に配置され、およびベース部１２４の外側側部から上方へ延びることができる外側部１
３０を含むこともできる。外側部１３０は、着用者の足の外側区域を覆って接触するよう
に構成することができる。
【００４６】
　さらに、ニット構成要素１１６の側部１２６は、かかと部１２８の前方で、外側部１３
０に対してベース部１２４の反対側に配置されている内側部１３２を含むことができる。
内側部１３２は、図４に示すように、垂直方向１２９において、ベース部１２４から上方
へさらに延びることができる。内側部１３２は、横方向１２７において、ベース部１２４
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の反対側に配置することができる。内側部１３２は、着用者の足の内側区域または足の甲
を覆って接触するように構成することができる。
【００４７】
　かかと部１２８、外側部１３０および内側部１３２は、アッパー１２０の蹄鉄状カラー
１３３を共同で画成することができる。カラー１３３は、アッパー１２０の空洞１２２内
へ、および該空洞から外部にアクセスすることができる。また、外側部１３０の外側縁部
１３５と、内側部１３２の内側縁部１３７とは、アッパー１２０のスロート１３１を共同
で画成することができる。スロート１３１は、長手方向１２５に対して実質的に平行に延
びることができ、または、スロート１３１は、長手方向１２５に対してある角度で配置す
ることができる。また、スロート１３１は、図４の実施形態においては、ベース部１２４
の上の実質的に中央に位置しているが、スロート１３１は、横方向１２７において、ベー
ス部１２４に対して一方の側に配置することもできる。説明されるように、スロート１３
１の幅は、外側縁部１３５および内側縁部１３７を互いに向かっておよび互いに離れて動
くように、クロージャー部材１５４によって選択的に変えることができる。その結果とし
て、履物１００を着用者の足に対して選択的に締め付けることができ、および着用者の足
から緩めることができる。
【００４８】
　くわえて、ニット構成要素１１６の側部１２６は、足先部１３４を含むことができる。
足先部１３４は、図１に示すように、長手方向１２５において、かかと部１２８に対して
ベース部１２４の反対側の端部に、および外側部１３０および内側部１３２の前方に配置
することができる。また、足先部１３４は、外側部１３０または内側部１３２のいずれか
に一体的に接続することができ、および足先部１３４は、他から離間させることができる
。図示されている実施形態においては、たとえば、足先部１３４は、外側部１３０に一体
的に接続されて、内側部１３２から離間されている。したがって、アッパー１２０が、図
４に示すような分解状態にある場合、足先部１３４と内側部１３２との間にギャップ１３
９を画成することができる。
【００４９】
　さらに、ニット構成要素１１６の側部１２６は、舌革部１３６を含むことができる。図
４に図示されているように、舌革部１３６は、湾曲領域１４３と、長手方向領域１４５と
を含むことができる。図４に示すように、アッパー１２０が分解されている場合、舌革部
１３６は、ベース部１２４から大略的に前方に延びることができ、また、湾曲領域１４３
は、内側部と足先部との間のギャップ１３９内に設けることができる。また、湾曲領域１
４３は、図４に示すように、長手方向領域１４５が大略的に後方に、および内側部１３２
に対してある角度で延びるように湾曲させることもできる。湾曲領域１４３の曲率は、図
５に示すように、共通区域１５１から実質的に放射状に広がるニットコースを有すること
によって実現することができる。共通区域１５１は、図示されているように、舌革部１３
６と内側部１３２との間の湾曲領域１４３の周辺部から離間されている仮想点とすること
ができ、または、共通区域１５１は、他の箇所に配置することができる。また、アッパー
１２０が組み立てられた場合、湾曲領域１４３は、ギャップ１３９を少なくとも部分的に
埋めるように上方に巻き上がることができ、および舌革部１３６の長手方向領域１４５は
、外側部１３０と内側部１３２との間の着用者の足を覆うように、そのアッパーのスロー
ト１３１内に配置することができる。さらに、アッパー１２０が組み立てられた場合、舌
革部１３６の長手方向領域１４５は、図３に示すように、外側部１３０および／または内
側部１３２から取り外して分離することができる。
【００５０】
　図４、図５および図６に図示されているように、ベース部１２４およびかかと部１２８
は、着用者の足のかかとを受け入れるように構成されているかかとキャビティ１４８を画
成することができる（図６を参照）。かかとキャビティ１４８は、３次元曲率を備えた内
側面および／または外側面を有することができる。また、かかとキャビティ１４８は、凸
状外面を有することができる。したがって、かかと部１２８がベース部１２４から垂直方
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向１２９に延びる場合、かかと部１２８は、長手方向１２５において、前方にわずかに湾
曲することができる。また、かかと部１２８が横方向１２７に延びる場合、かかと部１２
８の両側は、外側部１３０および内側部１３２に接合するように、長手方向１２５におい
て前方に湾曲することができる。したがって、かかとキャビティ１４８は、着用者のかか
とおよび足首の形状に適合してほぼ一致することが可能である。
【００５１】
　さらに、図４、図５および図６に示すように、ベース部１２４および足先部１３４は、
着用者の足のつま先および他の足先領域を受け入れるように構成されている足先キャビテ
ィ１５０を画成することができる（図６を参照）。足先キャビティ１５０は、３次元曲率
を備えた内側面および／または外側面を有することができる。また、足先キャビティ１５
０は、凸状外面を有することができる。したがって、足先部１３４がベース部１２４から
垂直方向１２９に延びる場合、足先部１３４は、長手方向１２５において、後方に湾曲す
ることができる。また、足先部１３４が横方向１２７に延びる場合、足先部１３４は、外
側部１３０に接合するように、長手方向１２５において後方に湾曲することができる。
【００５２】
　かかとキャビティ１４８および／または足先キャビティ１５０の３次元曲率は、ニット
構成要素１１６の一体ニット構造によって形成することができる。たとえば、図８に示す
ように、かかと部１２８は、少なくとも２つのテーパー状区域１７０，１７１を含むこと
ができる。テーパー状区域１７０，１７１は、破線で示されているように、大略的に横方
向１２７に先細りになっている境界１７３を有することができる。テーパー状区域１７０
，１７１は、それぞれ、複数のコースまたはステッチの列を有することができるが、連続
的なコースは、異なる長さを有して、それによって、テーパー状の境界１７３を形成する
ことができる。したがって、テーパー状区域１７０，１７１は、目の形状、縄編み卵形状
、両凸形状または三日月形状を有することができる。
【００５３】
　また、テーパー状区域１７０の境界１７３は、３次元曲率を有するニット構成要素１１
６を形成するように、一体ニット構造のテーパー状区域１７１の境界１７３に接合されて
いる。このことは、接合された境界１７３に沿って、視覚的にはっきりと分かる歪みを作
りだすことができる。その歪みは、ニット構成要素１１６の接合された境界１７３に沿っ
て延びているいわゆるフルファッションのマークとすることができる。
【００５４】
　図８の実施形態においては、テーパー状区域がカラー１３３からベース部１２４まで延
び、およびかかと部１２８の大部分が、それらのテーパー状区域を含むように、それぞれ
の境界に沿って接合されている複数のテーパー状区域がある。したがって、かかと部１２
８の大部分は、３次元曲率を有することができる。しかし、３次元曲率をニット構成要素
１１６に形成するために、ニット構成要素１１６が、ニット構成要素１１６のどの部分に
も任意の数のテーパー状区域１７０，１７１を含むことができることは正しく認識される
であろう。また、テーパー状区域１７０，１７１は、ニット構成要素１１６上のどの適切
な方向に向けても配置することができる。たとえば、足先部１３４は、同様に、テーパー
状区域を含むことができるが、そのようなテーパー状区域は、例示的な実施形態において
は、垂直方向１２９に先細りにすることができる。
【００５５】
　舌革部１３６の湾曲領域１４３は、湾曲領域１４３に曲率を与える複数のテーパー状区
域を含むこともできる。たとえば、湾曲領域１４３は、一緒に一体的に編まれて、境界１
９７に沿って接合されているテーパー状区域１９３，１９５を含むことができる。このこ
とは、接合された境界１９７に沿って、視覚的にはっきりと分かる歪みを作りだすことが
できる。その歪みは、ニット構成要素１１６の接合された境界１９７に沿って延びている
いわゆるフルファッションのマークとすることができる。くわえて、上述したように、湾
曲領域１４３内のコースは、２次元曲率を与えるように、共通区域１５１から放射状に広
がることができる。
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【００５６】
　また、いくつかの実施形態において、足先部１３４は、足先部１３４の曲率を増加しや
すくするように配列されている複数の開口部１５２を含むことができる。図示されている
実施形態においては、複数の開口部１５２は、スルーホールから成る１つ以上の列を含む
ことができる。開口部１５２は、足先部１３４の当該区域におけるニット材料の量を減ら
すため、足先部１３４は、かかと部１２８に向かって後方に容易に湾曲することができる
。
【００５７】
　ニット構成要素１１６は、アッパー１２０を組み立てる際に、一緒に接合されるように
構成されている少なくとも２つの縁部１４０，１４２を追加的に含むことができる。第１
の縁部１４０を、図５および図６に示すニット構成要素１１６のより大きな周辺縁部１９
９の第１の長手方向部分とすることができることは正しく認識されるであろう。また、第
２の縁部１４２を、周辺縁部１９９の第２の長手方向部分とすることができることも正し
く認識されるであろう。縁部１４０，１４２は、周辺縁部１９９に沿った任意の適切な箇
所に、および／またはニット構成要素１１６のどこにでも画成することができる。図５お
よび図６に図示されているように、第１の縁部１４０は、舌革部１３６の湾曲領域１４３
に沿って延びることができ、および足先部１３４に隣接して、横方向１２７において、ベ
ース部１２４を部分的に貫通して延びることもできる。第２の縁部１４２は、概して横方
向１２７において、足先部１３４に沿って湾曲することができ、およびギャップ１３９を
部分的に画成するように、足先部１３４に沿って垂直方向１２９の下向きに延びることが
できる。第１の縁部１４０および第２の縁部１４２は、図４に示すように、ベース部１２
４内に画成されている切り欠き部１４１で合流することも可能である。
【００５８】
　上述したように、履物１００はさらに、図１に図示されているクロージャー部材１５４
を含むことができる。クロージャー部材１５４は、アッパー１２０を着用者の足に選択的
に固定することができ、およびアッパー１２０を着用者の足から選択的に解放することが
できる。
【００５９】
　図１に示すように、クロージャー部材１５４は、靴ひも１５５とすることができる。し
たがって、外側部１３０は、外側縁部１３５に沿って延びている列状に配置されているス
ルーホール等の１つ以上の外側クロージャー開口部１５６を含むことができる。内側部１
３２は、内側縁部１３７に沿って延びている列状に配置されている同様の内側クロージャ
ー開口部１５７を含むことができる。開口部１５６，１５７は、靴ひも１５５が、外側部
１３０と内側部１３２との間で、交差し、ジグザグになり、および互い違いにできるよう
に、靴ひも１５５を受け入れることができる。
【００６０】
　開口部１５６，１５７は、図１に示すスルーホールとは異なるように構成することがで
きることは正しく認識されるであろう。たとえば、開口部１５６，１５７は、クロージャ
ー部材を受け入れるように構成され、およびニット構成要素１１６に一体化されているか
、またはニット構成要素１１６に取り外し可能に取り付けられているフープ、グロメット
、および他の適当な形状構成によって画成することができる。
【００６１】
　また、クロージャー部材１５４は、本開示の範囲から逸脱することなく、靴ひも１５５
以外の構造物を含むことができることは正しく認識されるであろう。たとえば、クロージ
ャー部材１５４は、ストラップ、留め金、パイルテープ、または、他の適当なクロージャ
ー部材とすることができるであろう。
【００６２】
　さらに、図６に示すように、アッパー１２０は、ベース部１２４および／または側部１
２６に結合されている少なくとも１つの伸張性ストランド１５８を含むことができる。ス
トランド１５８は、ベース部１２４および／または側部１２６のどの部分にも結合するこ
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とができる。くわえて、ストランド１５８は、何らかの適当な方法で、ベース部１２４お
よび／または側部１２６に結合することができる。たとえば、ストランド１５８は、説明
されるように、ベース部１２４および側部１２６の一体ニット構造のコースおよび／また
はウェール内に挿入することができる。したがって、ストランド１５８は、上述し、およ
び図１３および図１４に図示されているストランド１１３２に一致することが可能である
。また、ストランド１５８は、ベース部１２４および／または側部１２６の内側面１２１
または外側面１２３に接着し、固定し、貫通させ、または他の方法で結合することもでき
る。
【００６３】
　ストランド１５８、ニット構成要素１１６およびアッパー１２０は、２００８年１２月
１８日に出願され、２０１０年６月２４日に特許文献１として公開されたＤｕａらの共同
所有米国特許出願第１２／３３８，７２６号明細書「Ａｒｔｉｃｌｅ　ｏｆ　Ｆｏｏｔｗ
ｅａｒ　Ｈａｖｉｎｇ　Ａｎ　Ｕｐｐｅｒ　Ｉｎｃｏｒｐｏｒａｔｉｎｇ　Ａ　Ｋｎｉｔ
ｔｅｄ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ」と、２０１１年３月１５日に出願され、２０１２年９月２
０日に特許文献２として公開されたＨｕｆｆａらの米国特許出願第１３／０４８，５１４
号明細書「Ａｒｔｉｃｌｅ　Ｏｆ　Ｆｏｏｔｗｅａｒ　Ｉｎｃｏｒｐｏｒａｔｉｎｇ　Ａ
　Ｋｎｉｔｔｅｄ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ」とのうちの１つ以上の教示を包含することがで
き、（本願明細書において、まとめて「インレイストランド案件」と呼ぶ）これらの出願
はともに、参照によってそれら全体が本願明細書に組み込まれるものとする。
【００６４】
　ストランド１５８は、細長くて柔軟にすることができる。また、ストランド１５８は、
少なくとも１つのヤーン、ケーブル、ワイヤ、糸、より糸、フィラメント、繊維、スレッ
ド、ロープ等を含むことができる。また、ストランド１５８は、レーヨン、ナイロン、ポ
リエステル、ポリアクリル、絹、綿、カーボン、ガラス、アラミド（たとえば、パラアラ
ミド繊維およびメタアラミド繊維）、超高分子量ポリエチレン、液晶ポリマー、銅、アル
ミニウム、鋼鉄またはその他の適当な材料から形成することができる。ストランド１５８
に用いられる個々のフィラメントは、単一の材料（すなわち、単一成分フィラメント）ま
たは複数の材料（すなわち、複合フィラメント）から形成してもよい。同様に、異なるフ
ィラメントを、異なる材料から形成してもよい。実施例として、ストランド１５８として
用いられるヤーンは、それぞれ共通の材料から形成されているフィラメントを含んでもよ
く、それぞれ２つ以上の異なる材料から形成されているフィラメントを含んでもよく、ま
たは、それぞれ２つ以上の異なる材料から形成されているフィラメントを含んでもよい。
同様の概念は、スレッド、ケーブル、ロープ等にも当てはまる。ストランド１５８の厚さ
（直径）は、たとえば、約０．０３ミリメートルから５ミリメートルの範囲内にすること
ができる。また、ストランド１５８は、実質的に円形の断面、卵形の断面、または、他の
任意の適当な形状を有することができる。
【００６５】
　実施例として、ストランド１５８は、破壊または引張強度が３．１キログラムで、重量
が４５ｔｅｘのボンデッドナイロン６．６から形成してもよい。また、ストランド１５８
は、破壊または引張強度が６．２キログラムで、４５ｔｅｘのボンデッドナイロン６．６
から形成してもよい。さらなる実施例として、ストランド１５８は、内核を覆って保護す
る外鞘を有していてもよい。
【００６６】
　いくつかの実施形態において、ストランド１５８は、固定長を有することができる（た
とえば、伸長不能にすることができる）。また、いくつかの実施形態において、ストラン
ド１５８は、弾性的に伸長可能にすることができる。
【００６７】
　くわえて、いくつかの実施形態において、ストランド１５８は、アッパー１２０のベー
ス部１２４および／または側部１２６に付着し、接合し、または融着するように構成され
ている熱可塑性材料を含むことができる。たとえば、選択的な加熱は、ストランド１５８
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の材料を、ベース部１２４および／または側部１２６の材料に融着させることができる。
その結果、２０１２年９月２０日に公開され、および参照によって、その全体が本願明細
書に組み込まれる特許文献２の教示に従って、ストランド１５８を含ませることができる
。
【００６８】
　図６の実施形態に図示されているように、アッパー１２０は、内側部１３２と、ベース
部１２４と、外側部１３０との間に連続的に延びている単一のストランド１５８を含むこ
とができる。また、ストランド１５８は、１つ以上のターン１５９，１６０を含むことも
できる。ターン１５９，１６０は、１８０度以上のターンとすることができる。具体的に
は、ストランド１５８は、外側縁部１３５に沿って列状に配置されている複数の外側ター
ン１５９を含むことができ、また、ストランド１５８は、内側縁部１３７に沿って列状に
配置されている複数の内側ターンを含むことができる。また、ストランド１５８は、一組
のターン１５９，１６０の間で直線状に延びることもできる。くわえて、ストランド１５
８は、かかと部１２８に隣接して配置されている第１の末端部１６４を含むことができ、
また、ストランド１５８は、足先部１３４に隣接して配置されている第２の末端部１６６
を含むことができる。また、ストランド１５８は、外側部１３０および内側部１３２の間
に交互に延びてジグザグになることも可能である。
【００６９】
　さらに、図６および図７に図示されているように、ニット構成要素１１６は、内側面１
２１と外側面１２３との間に経路１６２を画成することができる。経路１６２は、何らか
の適当な方法で画成することができる。たとえば、ストランド１５８がニット構成要素１
１６内に挿入されている実施形態において、経路１６２は、ニット構成要素１１６の１つ
以上のコースまたはウェールを通って画成することができる。また、いくつかの実施形態
において、内側面１２１は、ニット材料から成る層によって画成することができ、また、
外側面１２３は、ニット材料から成る別の層によって画成することができ、および複数の
ストランド、フィラメントまたは単一成分フィラメントは、これら３つの層の間に延びて
、間隔（たとえば、いわゆる「スペーサーニット材料」）を形成することができる。これ
らの実施形態において、経路１６２は、ニット材料から成る層間および複数のスペーサー
ストランド間に画成することができる。追加的な実施形態において、内側面１２１および
外側面１２３は、互いに縫い合わせて接続した面とすることができ、また、経路１６２は
、それらの面の間に画成することができる。
【００７０】
　経路１６２は、アッパー１２０のどの部分にも横断して延びることができる。たとえば
、図６の破線で示されているように、アッパー１２０は、複数の経路１６２を画成するこ
とができ、そして、各経路１６２は、外側部１３０と、ベース部１２４と、内側部１３２
との間に連続的に延びることができる。図示されている実施形態において、各経路１６２
は、経路１６２が、外側部１３０と、ベース部１２４と、内側部１３２との間で連続して
いるように、外側部１３０に部分的にわたって（外側経路）、ベース部１２４に部分的わ
たって（ベース部経路）、および内側部１３２に部分的にわたって（内側経路）延びてい
る。しかし、１つ以上の経路１６２を、アッパー１２０の任意の部分に集中および離隔さ
せることができることは正しく認識されるであろう。
【００７１】
　図７に図示されているように、ストランド１５８は、外側部１３０と、ベース部１２４
と、内側部１３２との間に延びるように、１つ以上の経路１６２内で長手方向に収容され
て延びることができる。また、ストランド１５８のターン１５９，１６０は、経路１６２
から露出させることができる。
【００７２】
　外側ターン１５９は、外側クロージャー開口部１５６のそれぞれ１つの周りに少なくと
も部分的に延びることができ、また、内側ターン１６０は、内側クロージャー開口部１５
７のそれぞれ１つの周りに少なくとも部分的に延びることができる。さらに、図１に示す
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ように、外側クロージャー開口部１５６と外側ターン１５９とから成るそれぞれのペア内
に靴ひも１５５を受け入れることができ、また、内側クロージャー開口部１５７と内側タ
ーン１６０とから成るそれぞれのペア内にも靴ひも１５５を受け入れることができる。換
言すれば、外側ターン１５９と外側クロージャー開口部１５６とから成る各組合せは、靴
ひも１５５を協働して受け入れて支持することができ、また、内側ターン１６０と内側ク
ロージャー開口部１５７とから成る各組合せも、靴ひも１５５を受け入れて支持すること
ができる。
【００７３】
　いくつかの実施形態において、ストランド１５８は、それぞれの経路１６２内に、緩く
かつ可動的に受け入れることができる。たとえば、ストランド１５８は、経路１６２を通
って長手方向に滑動することができる。その結果、図９に図示されているように、ターン
１５９，１６０は、それぞれのクロージャー開口部１５６，１５７まで近づけて引っ張る
ことができる。追加的な実施形態においては、ストランド１５８の第１の末端部１６４お
よび／または第２の末端部１６６は、ストランド１５８の残りの部分が、ベース部１２４
、外側部１３０および内側部１３２に対して移動可能な状態のままで、ベース部１２４に
固定（たとえば、融着）することができる。さらに追加的な実施形態においては、末端部
１６４，１６６間のストランド１５８の部分を、ベース部１２４、外側部１３０および内
側部１３２に融着、または他の方法で固定することができる。
【００７４】
　したがって、靴ひも１５５に張力を加えても、ストランド１５８の張力を同様に増加さ
せることができる。たとえば、図１０に図示されているように、靴ひも１５５が緩められ
て、非固定位置にある場合、ストランド１５８の張力が比較的小さくなっている可能性が
あり、それによって、アッパー１２０を着用者の足の周りに緩くフィットさせることが可
能である。しかし、矢印１７４，１７５で示すように、靴ひも１５５が引っ張られて張力
が加えられると、靴ひも１５５がターン１５９，１６０をたぐり寄せて、ストランド１５
８の張力を増加させる可能性がある。その結果として、ストランド１５８は、図１１の矢
印１７６，１７７，１７８，１７９によって示すように、アッパー１２０を着用者の足の
近くまで引っ張って合わせることができる。
【００７５】
　図１０および図１１に示す実施形態においては、ストランド１５８が、着用者の足の底
部のさまざまな区域に対する支持をもたらすことができることは正しく認識されるであろ
う。たとえば、ストランド１５８は、着用者の足のアーチの底面に配置されるように構成
されているアーチ領域１６７上に配置することができる。したがって、アーチ領域１６７
内のストランド１５８は、特に、ストランド１５８が靴ひも１５５によって張力を加えら
れている場合、着用者のアーチを支持することができる。
【００７６】
　図示されている実施形態においては、そのような足に対する支持をもたらすために、ア
ッパー１２０が単一の連続ストランド１５８のみを含むことができることも正しく認識さ
れるであろう。したがって、アッパー１２０の部材数を比較的少なくすることができ、お
よびアッパー１２０を効率的な方法で構成することができる。
【００７７】
　履物の組立て
　次に、例示的な実施形態に従って、履物１００、ニット構成要素１１６およびアッパー
１２０の組立てについて説明する。明確にするために、ニット構成要素１１６およびスト
ランド１５８は、図５および図６に示す分解状態に形成されていると仮定する。
【００７８】
　アッパー１２０の組立てに関する例示的な実施形態を始めるにあたり、外側部１３０お
よび内側部１３２を、図４に示す位置に向かって上方へ移動させる（折り曲げる）ことが
できる。次に、湾曲領域１４３がギャップ１３９を実質的に塞ぐとともに、長手方向領域
１４５がスロート１３１を実質的に塞ぐように、舌革部１３６を上方へ巻き上げることが
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できる。したがって、第１の縁部１４０および第２の縁部１４２を互いに直接近接させて
配置することができる。次いで、第１の縁部１４０および第２の縁部１４２を縫い目１４
４で接合することができる。
【００７９】
　第１の縁部１４０および第２の縁部１４２は、任意の適当な方法で、縫い目１４４にお
いて接合することができる。たとえば、第１の縁部１４０および第２の縁部１４２は、縫
製、接着、テープ、ボンディング、溶接、ファスナーまたは他の適切な留め具を用いて接
合することができる。
【００８０】
　いくつかの実施形態において、縫い目１４４は、図１～図３に示すように、縫い目１４
６とともに縁部１４０，１４２を縫い合わせることによって形成することができる。上述
したように、アッパー１２０は、複数のステッチを有するニット要素とすることができる
が、縫い目１４６は、ニット構成要素１１６のステッチから独立させることができること
は正しく認識されるであろう。換言すれば、縫い目１４６は、ニット構成要素１１６が編
まれた後に取り付けられる１つ以上のスレッド、ヤーン、ケーブルまたはその他のストラ
ンドを用いて形成することができる。また、縫い目１４６は、ジグザグ縫いまたは他の適
当なステッチとすることもできる。くわえて、縁部１４０，１４２は、縫い目１４４で当
接することができる。たとえば、縁部１４０，１４２は、突き合わせジョイントを形成す
ることができ、または、縁部１４０，１４２は、縫い目１４４を形成するように部分的に
重ねることができる。くわえて、縁部１４０，１４２は、縫い目１４４における縁部１４
０，１４２間の接着ビードまたは他の材料を用いて、縫い目１４４においてわずかに離間
させることができる。
【００８１】
　また、縫い目１４４は、ニット構成要素１１６の適当などの部分にもわたって延びるこ
とができる。たとえば、図３の実施形態において、縫い目１４４は、足先部１３４に隣接
してベース部１２４に配置された第１の末端部１４７を含むことができる。また、縫い目
１４４は、外側縁部１３５、足先部１３４および舌革部１３６の接合部に第２の末端部１
４９を含むこともできる。また、縫い目１４４は、いくつかの実施形態において、第１お
よび第２の末端部１４７，１４９間に連続的に延びることができる。たとえば、縫い目１
４４は、第１の末端部１４７から内側部１３２に向かって大略的に横方向１２７にベース
部１２４にわたって延びている第１の部分１８１を含むことができる。また、縫い目１４
４は、内側部１３２にわたって、および足先部１３４に隣接して大略的に垂直方向１２９
に延びている第２の部分１８３も含むことができる。さらに、縫い目１４４は、外側部１
３０に向かって大略的に横方向に延び、および第２の末端部１４９に向かって後方に湾曲
している第３の部分１８５を含むことができる。したがって、縫い目１４４は、着用者の
足の下から、着用者の足先の内側区域の周りを通って、着用者の足先の上の区域まで延び
るように、端部１４７，１４９間に連続的に延びることができる。
【００８２】
　また、ニット構成要素１１６には、任意の数の縫い目１４４が有る可能性がある。たと
えば、図３の実施形態に図示されているように、アッパー１２０のニット構成要素１１６
に、図１～図３に示すような３次元形状を与えるために必要な唯一の縫い目１４４がある
可能性がある。このことは、製造を容易にすることができ、およびアッパー１２０の組立
てに必要な時間を短縮することができる。
【００８３】
　また、縫い目１４４は、かかと部１２８がシームレスになるように、かかと部１２８か
ら離間させることができる。その結果、かかと部１２８が着用者のかかと上でずれた場合
でも、比較的滑らかでシームレスのかかと部１２８は、着用者のかかとに対してすれて、
着用者に不快感を与えることがほとんどない。
【００８４】
　その後、上述したように、靴ひも１５５を外側開口部１５６および内側開口部１５７お
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よび外側ターンおよび内側ターン１５９，１６０に通すことができる。次いで、ソール構
造１１０をアッパー１２０に取り付けることができる。具体的には、ミッドソール１１２
を、ベース部１２４の外側面１２３に取り付けることができ、また、アウトソール１１４
を、ミッドソール１１２に取り付けることができる。追加的な実施形態においては、追加
的な中敷きを、ベース部１２４の内側面１２１を覆って挿入することができ、および／ま
たは該内側面に取り付けることができる。
【００８５】
　ニット構成要素およびアッパーの追加的な実施形態
　アッパー２２０のニット構成要素１１６の追加的な実施形態を図１２に示す。ニット構
成要素１１６およびアッパー２２０は、説明されている場合を除いて、上述したニット構
成要素１１６およびアッパー１２０と実質的に同様なものにすることができる。
【００８６】
　アッパー２２０は、上述した実施形態と同様に、内側部２３２、ベース部２２４および
外側部２３０にわたって互い違いに延びているストランド２５８を含むことができる。ま
た、ストランド２５８は、１つ以上の経路２６２を通って延びることもできる。しかし、
経路２６２は、内側部２３２および外側部２３０上に画成することができ、また、経路２
６２は、ベース部２２４から離間させることができる。
【００８７】
　したがって、ベース部２２４を横切って延びているストランド２５８の長手方向部分は
、経路２６２から露出させることができる。また、ストランド２５８のそれらの部分は、
ベース部２２４から取り外すことができ、および分離することができる。したがって、い
くつかの実施形態において、ストランド２５８のそれらの部分は、ソール構造１１０に自
由に直接取り付け可能である。
【００８８】
　さらに、図１２に示すように、いくつかの実施形態において、経路２６２は、ストラン
ド２５８のターンが、図１～図６に示す露出されているターン１５９，１６０とは違って
、経路２６２内に埋め込まれて包囲されるように、Ｖ字状にすることができる。
【００８９】
　ニット構成要素およびアッパーを形成するための例示的な編みプロセス
　ニット構成要素１１６は、任意の適当な方向に編むことができる。たとえば、ニット構
成要素１１６は、カラー１３３において、かかと部１２８から形成することができ、また
、ニット構成要素１１６は、足先部１３４に向かって大略的に長手方向１２５に伸びてい
くように形成することができる。足先キャビティ１５０は、舌革部１３６の前に形成する
ことができる。そしてその後、舌革部１３６を形成することができる。また、ニット構成
要素１１６の３次元的に湾曲したキャビティおよび２次元的に湾曲した部分（たとえば、
かかとキャビティ１４８、足先キャビティ１５０、湾曲領域１４３および／またはその他
の区域）を、編みプロセス中に一体的に形成できることは正しく認識されるであろう。具
体的には、境界１７３，１９７におけるステッチは、後続のステッチのコースが追加され
る際に、それぞれの針によって保持することができ、境界１７３，１９７において保持さ
れたステッチは、境界１７３，１９７全域でそれぞれのステッチに編み込むことができる
。また、編みプロセス中に、ストランド１５８を挿入することができる。また、このプロ
セスは、横編み機等の何らかの適当な機械で完了させることができる。
【００９０】
　次に、図１５～図２３を参照して、ストランド１５８を備えたニット構成要素１１６を
形成するための例示的な自動編みプロセスについて説明する。説明のため、横編みプロセ
スおよび横編み機について説明するが、ニット構成要素１１６およびストランド１５８は
、本開示の範囲から逸脱することなく、他の方法でも形成することができる。したがって
、ニット構成要素１１６およびストランド１５８は、２０１２年９月２０日に公開され、
および参照によって、その全体が本願明細書に組み込まれる、特許文献２の教示に従って
形成することができる。
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【００９１】
　図１５を参照すると、さまざまな針１２０２、レール１２０３、標準フィーダー１２０
４およびコンビネーションフィーダー１２２０を含む編み機１２００の一部が描かれてい
る。コンビネーションフィーダー１２２０がレール１２０３の前側に固定されているのに
対して、標準フィーダー１２０４は、レール１２０３の後側に固定されている。ヤーン１
２０６は、コンビネーションフィーダー１２２０を通っており、また、ヤーン１２０６の
端部は、給糸先端部１２４６から外部に延びている。ヤーン１２０６が描かれているが、
他のどのようなストランド（例、フィラメント、スレッド、ロープ、帯、ケーブル、鎖ま
たはヤーン）がコンビネーションフィーダー１２２０を通過してもよい。別のヤーン１２
１１が標準フィーダー１２０４を通過して、ニット構成要素１２６０の一部を形成し、ニ
ット構成要素１２６０の最上コースを形成しているヤーン１２１１のループが、針１２０
２の端部に設けられたフックによって保持されている。
【００９２】
　本願明細書において説明されている編みプロセスは、ニット構成要素１２６０またはニ
ット構成要素１２６０の一部の形成に関するものである。したがって、ニット構成要素１
２６０のその部分は、図１～図６に関連して上述したベース部１２４、かかと部１２８、
外側部１３０、内側部１３２、足先部１３４および／または舌革部１３６に対応すること
ができる。説明のため、図面では、ニット構造を例示できるように、ニット構成要素１２
６０の比較的小さな区画のみが図示されている。また、編み機１２００およびニット構成
要素１２６０のさまざまな要素の縮尺または比率は、編みプロセスをよりよく例示するた
めに拡大されている可能性がある。
【００９３】
　ここで図１６を参照すると、標準フィーダー１２０４は、レール１２０３に沿って移動
し、ヤーン１２１１からニット構成要素１２６０内に新たなコースが形成されている。よ
り具体的には、針１２０２は、前のコースのループを通してヤーン１２１１の区画を引っ
張り、それによって新たなコースを形成する。したがって、標準フィーダー１２０４を針
１２０２に沿って移動させることにより、ニット構成要素１２６０にコースを追加するこ
とができ、それによって、針１２０２がヤーン１２１１を操作して、ヤーン１２１１から
追加のループを形成することを可能にしている。
【００９４】
　編みプロセスに関して続けると、図１７に示すように、フィーダーアーム１２４０は、
ここでは、後退位置から延伸位置に並進している。延伸位置では、フィーダーアーム１２
４０は、キャリア１２３０から下方へ延びて、給糸先端部１２４６を、（ａ）針１２０２
の間の中心になる、および（ｂ）針床の交差部の下になる位置に配置している。
【００９５】
　次に図１８を参照すると、コンビネーションフィーダー１２２０は、レール１２０３に
沿って移動し、ヤーン１２０６が、ニット構成要素１２６０のループ間に位置している。
すなわち、ヤーン１２０６は、いくつかのループの前かつ他のループの背後に交互パター
ンで配置されている。また、ヤーン１２０６は、ある針床１２０１からの針１２０２によ
って保持されているループの前に配置され、およびヤーン１２０６は、他方の針床からの
針１２０２によって保持されているループの背後に配置されている。フィーダーアーム１
２４０は、ヤーン１２０６を針床の交差部の下の区域に挿入するために、延伸位置にとど
まっていることに留意する。これにより、ヤーン１２０６が、図１６の標準フィーダー１
２０４によって直前に形成されたコース内に効果的に配置される。
【００９６】
　ニット構成要素１２６０へのヤーン１２０６の挿入を完了するために、図１９に図示す
るように、標準フィーダー１２０４は、レール１２０３に沿って移動して、ヤーン１２１
１から新たなコースを形成する。新たなコースを形成することによって、ヤーン１２０６
は、ニット構成要素１２６０の構造内に効果的に編み込まれるか、または、その他の形で
該構造に一体化される。この段階では、フィーダーアーム１２４０も延伸位置から後退位
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置に並進していてもよい。
【００９７】
　図１８および図１９は、レール１２０３に沿ったフィーダー１２０４および１２２０の
個別の動きを示している。すなわち、図１８は、レール１２０３に沿ったコンビネーショ
ンフィーダー１２２０の第１の動きを示し、図１９は、レール１２０３に沿った標準フィ
ーダー１２０４の第２のその後の動きを示している。多くの編みプロセスでは、フィーダ
ー１２０４および１２２０を同時に効率的に移動させて、ヤーン１２０６を挿入し、およ
びヤーン１２１１から新たなコースを形成する。しかし、ヤーン１２１１からの新たなコ
ースの形成前にヤーン１２０６を配置するために、コンビネーションフィーダー１２２０
は、標準フィーダー１２０４に先立って移動するか、または、該標準フィーダーの前方に
移動する。
【００９８】
　上記説明で概説した一般的な編みプロセスは、図１～図６のストランド１５８を、アッ
パー１２０のベース部１２４、外側部１３０および／または内側部１３２に配置すること
ができる態様の実施例を提供する。より具体的には、フィーダーアーム１２４０の往復運
動のため、ストランド１５８は、新たなコースの形成前に、以前に形成されたコース内に
配置してもよい。
【００９９】
　編みプロセスに関して続けると、図２０に示すように、フィーダーアーム１２４０は、
ここでは、後退位置から延伸位置に並進している。そして、図２１に示すように、コンビ
ネーションフィーダー１２２０がレール１２０３に沿って移動して、ヤーン１２０６が、
ニット構成要素１２６０のループ間に配置される。これにより、ヤーン１２０６は、図１
９の標準フィーダー１２０４で形成されたコース内に効果的に配置される。ニット構成要
素１２６０へのヤーン１２０６の挿入を完了するために、図２２に図示するように、標準
フィーダー１２０４は、レール１２０３に沿って移動して、ヤーン１２１１から新たなコ
ースを形成する。新たなコースを形成することにより、ヤーン１２０６は、ニット構成要
素１２６０の構造内に効果的に編み込まれるか、またはその他の形で該構造に一体化され
る。この段階では、フィーダーアーム１２４０も延伸位置から後退位置に並進していても
よい。
【０１００】
　図２２を参照すると、ヤーン１２０６は、２つのインレイ区画の間にループ１２１４を
形成している。図１～図６のターン１５９，１６０の説明においては、ストランド１５８
が経路１６２を出てから別の経路１６２に入り、それによって、ターン１５９，１６０を
形成していることに留意されたい。ループ１２１４は、同様の方法で形成することができ
る。すなわち、ループ１２１４は、ヤーン１２０６がニット構成要素１２６０のニット構
造を出てから該ニット構造に再進入する箇所に形成される。
【０１０１】
　図２３を参照すると、コンビネーションフィーダー１２２０は、後退位置にある間はレ
ール１２０３に沿って移動し、後退位置にある間は、ニット構成要素１２６０のコースを
形成する。したがって、後退位置と延伸位置との間でフィーダーアーム１２４０を往復動
させることにより、コンビネーションフィーダー１２２０は、編み、タック編み、浮き編
みおよび挿入のためにヤーン１２０６を供給することができる。
【０１０２】
　以下の説明および添付図面は、ニット構成要素およびニット構成要素の製造に関するさ
まざまな概念を開示している。ニット構成要素は、さまざまな製品に利用してもよいが、
それらのニット構成要素のうちの１つを組み込んだ履物製品は、以下において実施例とし
て開示されている。
【０１０３】
　実施形態に関する上記の説明は、例示および説明のために記載されている。包括的であ
ること、または、本開示を制限することは意図されていない。特定の実施形態の個々の要
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素または形状構成は、一般的に、その具体的な実施形態に限定されないが、適用可能な場
合は、置換え可能であり、および具体的な図示または説明がなされていない場合であって
も、選択された実施形態において用いることができる。同じものは、多くの方法で変更し
てもよい。そのような変更は、本開示からの逸脱と見なすべきではなく、また、そのよう
なすべての変更は、本開示の範囲内に含まれることが意図されている。
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【図１７】 【図１８】
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【図２１】 【図２２】
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(31) JP 6399524 B2 2018.10.3

10

20

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   Ｄ０４Ｂ   1/00     (2006.01)           Ｄ０４Ｂ    1/00     　　　Ｃ        　　　　　

(74)代理人  100149766
            弁理士　京村　順二
(72)発明者  ポッドハイニー，ダニエル，エイ．
            アメリカ合衆国，オレゴン州　９７００５－６４５３，ビーバートン，ワン　バウワーマン　ドラ
            イブ，ナイキ・インコーポレーテッド内

    審査官  新井　浩士

(56)参考文献  米国特許出願公開第２０１０／００７７６３４（ＵＳ，Ａ１）　　
              特表２０１０－５０８９９４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２０１２－５３３４０４（ＪＰ，Ａ）　　　
              米国特許出願公開第２００４／０１８１９７２（ＵＳ，Ａ１）　　
              特表平０９－５０９５９４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２０１２－５１２６９８（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ４３Ｂ　　２３／０２　　　　
              Ａ４３Ｂ　　　１／０４　　　　
              Ａ４３Ｂ　　　５／０６　　　　
              Ｄ０４Ｂ　　　１／００　　　　
              Ｄ０４Ｂ　　　１／１８　　　　
              Ｄ０４Ｂ　　　１／２２　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

